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市川・浦安・松戸地区
地域協議会

資料３ （これまでの高校再編について）

これまでの経緯

生徒のニーズの多様化

系統的なキャリア教育・職業教育の必要性

今後の人口の減少

令和４・５年度

７地区で地域協議会を開催

柏・鎌ケ谷・我孫子地区

夷隅地区

安房地区

八千代・船橋・習志野地区
山武地区

香取地区

市原地区

これまでの高校再編の流れ
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プラン

実施
プログラム

県立高校改革推進プラン

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ Ｒ１３

計画期間内の基本的な考え方

第１次実施

プログラム

１２項目

１８校

第２次実施

プログラム

9項目

１５校

県立市川工業高等学校
全日制 機械科、電気科、建築科、インテリア科
・６学級 ５９１人在籍 ・昭和１８年創立（８２周年）
・４科で７０社以上のインターンシップを実施
・各種国家資格を奨励し、合格者数は県内トップクラス
・専門高校ならではの企業との連携授業
・日本最速クラスのWi-Fi環境

Ｒ７進路状況

１４．１％大学進学

１８．５％専修学校進学

６２．９％就職

４．４％その他

※定時制１学級 ６０人在籍

Ｒ８志願倍率

０．９９倍機械科

１．０３倍電気科

０．７５倍建築科

１．１８倍インテリア科

※求人件数４５００件以上

県立国府台高等学校
全日制 普通科
・８学級 ９４６人在籍 ・昭和１８年創立（８２周年）

・令和６年度から「教員基礎コース」スタート
・進学を重視したきめ細かな授業を実施
・学校行事や部活動にも積極的に取り組む
・多数の大学と高大連協定締結

８０．０％R7部活動加入率

１．１７倍R8志願倍率

８５．１％大学進学

１．９％専修学校進学

０．６％就職

１２．３％その他

1 2

3 4

5 6



2

県立国分高等学校
全日制 普通科
・８学級 ９５１人在籍 ・昭和３９年創立（６１周年）

・「自主自律」を校訓に、学校行事や部活動に積極的に
取り組む校風

・丁寧な進路指導により現役進路決定率９０％
・ユネスコスクールとして国際理解教育等の実施

８２．３％R7部活動加入率

１．３１倍R8志願倍率

８４．３％大学進学

７．７％専修学校進学

０．３％就職

７．７％その他

県立行徳高等学校
全日制 普通科
・４学級 ３０８人在籍 ・昭和４９年創立（５１周年）

・令和６年度から地域連携アクティブスクールに指定
・国数英の基礎科目で学び直しが可能
・進路実現を図る実践的なキャリア教育
・地元地域と共存共栄を図る教育活動

４５．３％R7部活動加入率

０．８６倍R8志願倍率

２０．０％大学進学

３９．０％専修学校進学

２７．０％就職

１４．０％その他

県立市川東高等学校
全日制 普通科
・８学級 ９５１人在籍 ・昭和５２年創立（４８周年）

・英語コースを設置し、夏季休業中は海外語学研修を実施
・毎朝８時から３０分間の朝自習実施
・ICT教育の充実、スタディサプリの活用

７３．０％R7部活動加入率

１．０３倍R8志願倍率

８４．４％大学進学

９．４％専修学校進学

１．６％就職

４．５％その他

県立市川昴高等学校
全日制 普通科
・８学級 ９４５人在籍 ・平成２３年創立（１４周年）

・県内初のユネスコスクールとして、持続発展社会を目指す教育
を実践

・多様な選択科目があり、３年次は中国語や韓国語も選択可能
・一年次に英語、数学で少人数授業の実施

６６．５％R7部活動加入率

１．００倍R8志願倍率

６２．４％大学進学

３１．７％専修学校進学

３．３％就職

２．６％その他

県立市川南高等学校
全日制 普通科
・７学級 ８５５人在籍 ・昭和５６年創立（４４周年）

・令和元年に県内初の保育基礎コースを設置
・１、２年次に英語で習熟度別授業を実施
・多数の大学、短大と連携協定を締結
・多様な進路を見据えた丁寧な進路指導

４３．６０％R7部活動加入率

１．００倍R8志願倍率

４４．５％大学進学

４３．１％専修学校進学

８．８％就職

３．６％その他

県立浦安高等学校
全日制 普通科
・５学級 ５３９人在籍 ・昭和４８年創立（５２周年）

・毎朝１０分間の学校独自科目「ブラッシュアップ」の設置
・社会貢献活動の推進（多様なボランティア体験）
・先進のキャリア教育（総合的な探究の時間でゼミを実施）
・丁寧な進路指導で進路決定率９０％

５０．５％R7部活動加入率

０．８５倍R8志願倍率

３４．１％大学進学

４７．０％専修学校進学

９．７％就職

９．２％その他
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県立浦安南高等学校
全日制 普通科
・３学級 ２０７人在籍 ・昭和５９年創立（４１周年）

・１年生は少人数学級（２０人程度）編制の実施
・国数英で学び直しの実施
・複数教員で授業を担当するティームティーチングの実施
・インターシップ等を通じたきめ細かな進路指導

４９．８％R7部活動加入率

０．５２倍R8志願倍率

１７．２％大学進学

３７．５％専修学校進学

３１．３％就職

１４．１％その他

県立松戸高等学校
全日制 普通科、芸術科
・６学級 ７０７人在籍 ・大正８年創立（１０６周年）

・創立１００年を超える、県内有数の伝統校
・県内で唯一の芸術科を設置
・普通科でも演劇表現等の芸術系科目が選択可能
・多様な選択科目の設置ときめ細かな進路指導

７０．６％Ｒ７部活動加入率

５４．９％大学進学

３２．１％専修学校進学

１．５％就職

１１．６％その他

Ｒ８志願倍率

１．１２倍普通科

１．１０倍芸術科

県立小金高等学校
全日制 総合学科
・８学級 ９５２人在籍 ・昭和４０年創立（６０周年）

・平成２８年度に総合学科に改編
・進学を重視した系列を展開し、多くの学校設定科目を設置
・現役大学進学率９０％を超える進学校
・上記９０％のうち、国公立＋早慶上理GMARCH６０％

１００．４％R7部活動加入率

１．８７倍R8志願倍率

９０．７％大学進学

０％専修学校進学

０％就職

９．３％その他

県立松戸国際高等学校
全日制 普通科、国際教養科
・８学級 ９５１人在籍 ・昭和４８年創立（５２周年）

・令和６年度から「グローバルスクール」に指定
・校訓はＥＳＰＥＲＡＮＺＡ（希望）
・Ａｌｌ Ｅｎｇｌｉｓｈによる英語の授業
・海外修学旅行（台湾）

６１．３％Ｒ７部活動加入率

７７．８％大学進学

７．９％専修学校進学

０％就職

１４．３％その他

Ｒ８志願倍率

１．１０倍普通科

０．９４倍国際教養科

県立松戸六実高等学校
全日制 普通科
・８学級 ９４３人在籍 ・昭和５３年創立（４７周年）

・全国・関東大会で活躍する部活動多数
・１年次に英語で習熟度別授業の実施
・大規模施設改修工事実施
・進路の個別指導体制の充実

７０．４％R7部活動加入率

１．３９倍R8志願倍率

６２．３％大学進学

３１．３％専修学校進学

２．０％就職

４．４％その他

県立松戸向陽高等学校
全日制 普通科、福祉教養科
・６学級 ６４５人在籍 ・平成２３年創立（１４周年）

・県内唯一の福祉専門学科を設置（介護福祉士合格率100％）
・福祉教育コンソーシアム拠点校
・普通科に福祉コースを設置（３年次）
・少人数授業の展開、学び直しの実践

２８．１％Ｒ７部活動加入率

２７．４％大学進学

３０．１％専修学校進学

３２．８％就職

９．７％その他

Ｒ８志願倍率

１．１４倍普通科

１．００倍福祉教養科
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県立松戸馬橋高等学校
全日制 普通科
・８学級 ９２１人在籍 ・昭和５５年創立（４５周年）

・ブリティッシュヒルズ（福島県）にて英語研修の実施
・幅広い進路に対応するため、キャリアカウンセラーの配置
・近隣の小中学校や地域と連携したボランティア活動が盛ん
・全学年朝学習の実施

５３．５％R7部活動加入率

１．１３倍R8志願倍率

３９．７％大学進学

４２．２％専修学校進学

１３．２％就職

４．９％その他

県立松戸南高等学校
定時制 普通科（午前部、午後部、夜間部）
・８学級 ８２７人在籍 ・昭和５１年創立（４９周年）
・安心の相談体制（ＳＣ、ＳＳＷの配置）
・制服はなく、標準服を設定
・国数英で習熟度別授業実施
・他部履修で３年間での卒業が可能

３３．９％部活動加入率

３０．６％大学進学

３２．１％専修学校進学

２０．２％就職

１７．１％その他

Ｒ８志願倍率

１．２１倍午前部

１．３０倍午後部

１．０６倍夜間部

「適正規模・適正配置の考え方」

都市部

県東部や南部

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

１学年あたりの学級数

都市部と県東部や南部
適正規模

中学校卒業者数の減少

県立高校改革推進プラン
適正規模・適正配置

-6,200名 155学級分
10組程度の統合を予定

県内国公私立中学校等卒業者数推移の見込み

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

R7.3 R8.3 R9.3 R10.3 R11.3 R12.3 R13.3 R14.3 R15.3 R16.3 R17.3 R18.3 R19.3 R20.3 R21.3

中学校卒
業者数
(人)

卒業年月日

出典：学校基本調査（文部科学省）及び千葉県年齢別町丁字別人口調査（千葉県総合企画部統計課）を基に令和8年3月に教育政策課にて作成

19 20

21 22

23 24



5

県立高校改革推進プラン
都市部における再編

多様な学びへの変換

新たなタイプの学校への再編

県立高校改革推進プラン
県東部や南部における再編

学校・地域の状況等に配慮して検討

都市部
統合の基本的な考え方

適正配置を考慮しながら統合
より魅力ある学校への再編

同じタイプ
の学校が

近接

適正規模の
維持が

困難となる
見込み

適正規模を
下回る

都市部

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

適正規模未満

１学年あたりの学級数

統合の基本的な考え方
県東部や南部

・学校・地域の状況等に

配慮しながら検討

交通の利便性 地元からの進学状況

地域連携協働校 を指定

学校運営協議会制度(コミュニティスクール）導入
必要に応じて近隣の高校を協力校に指定
･･･遠隔授業、学校行事や部活動の合同実施

地域連携協働校に指定された高校も含め、
生徒募集において著しく困難が生じる場合は
統合も検討

説明は以上となります。
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